
レディース中央会（会長 伊藤

惠子）は、11月22日（月）、ＪＡみ

え中央会の女性部であるＪＡみえ女

性連絡会議の会長で、伊勢市会議員

の野口佳子氏を迎え、「農・商・市

会議員、それぞれのチャレン

ジ！！」をテーマに忘年の集いを

開催しました。

野口氏は、「何でもやらなあか

ん。しりごみしとったらあかん。」

と様々なチャレンジについて話さ

れました。一番初めの取り組みは、

水洗トイレの導入。１軒１軒説明

したときには同意を得るものの、説明会を開くと反対意見が多く、そのギャップに驚いたそ

うです。また、現在、ＪＡの城田地区女性部と小学２年生を対象に野菜づくり体験やおもち

つきなどの食育、農業体験を行っていることについて、「仲間がいっぱいいる。仲間が支え

てくれる。私は、仲間とともに行動しています。」と述べました。

平成11年には、農業委員になりたいと思っていたそうですが、当時はまだまだ女性が参画

することは難しかったそうです。平成14年に女性参画が叫ばれるようになり、農業委員にな

りました。

しかし、「家庭では、女性が仕

切っているのだから、まずは引き

受けて！ 参加して、勉強して、

目的を持ってその人に合ったこ

とをやっていってほしい。」と、

にこやかにそして、力強く述べま

した。

周囲の人々に勧められたもの

の選挙に出るまでの心境、議員に

なってからの心境、カロリーベー

スの食糧自給率を現在の40％か

ら50％に上げたいこと、元気なお

年寄りの集う場を設けたこと、そ

の他、議会のルールなどを楽しく、わかりやすくお話いただきました。

今後も当レディース中央会は、ＪＡみえ中央会さんと交流を重ねていきたいと思っています。


